
2019年度市民講座

「生と死のグラデーション
―ポスト成長・超高齢化時代の死生観」

京都大学こころの未来研究センター

高齢化が着実に進む中、年間の死亡者は増加を続け、2040年頃にピークを迎えると予測されています。一方、経済の

限りない成長や物質的な豊かさをひたすら追求してきた戦後の日本社会において、死をめぐるテーマは脇に置かれ、そ
の結果「死生観の空洞化」と呼びうる状況が進んできました。他方では、近年の科学技術の展開は私たちの死生観につ
いての新たな問いなおしを提起しています。こうした時代状況における死生観のありようを、幅広い視点から考えてみま
しょう。

２０２０年２月１２日（水） １８:００～２０:００ (受付１７：30～）日時

会場

定員

京都大学 東京オフィス 大会議室 A・B
（東京都千代田区丸の内1-5-1 新丸の内ビルディング10階）

３０名（申込みによる先着順） ※定員になり次第、締め切らせていただきます。

申込方法

対象 どなたでもご参加いただけます

講師 広井 良典
京都大学こころの未来研究センター 教授・副センター長

（略歴）
1961年岡山市生まれ。東京大学教養学部卒業（科学史・科学哲学専攻）、同大学院修士課程修了後、
厚生省勤務、千葉大学法政経学部教授等をへて2016年より現職。2001－02年MIT客員研究員。専攻は
公共政策及び科学哲学。『日本の社会保障』（岩波新書、1999年）でエコノミスト賞、『コミュニティを問いな
おす』（ちくま新書、2009年）で大仏次郎論壇賞受賞。他の著書に『定常型社会』（岩波新書）、『ポスト資
本主義―科学・人間・社会の未来』（同）、『人口減少社会のデザイン』（東洋経済新報社）など多数。

参加費
無料

講義内容
イントロダクション：ポスト成長・超高齢化時代の死生観
１． 死生観の空洞化と再構築
２． 死生観をめぐる現代的展開

３． 生と死の根源：「わたしの死」を生きる

お問い合わせ・申込先

E-mailまたはFAXにてお申込みください。
件名に「市民講座 生と死のグラデーション 申込み」と明記し、
必要事項を記入の上、ご送付ください。

必要事項
①氏名（ふりがな） ②所属・職名 ③返信用ご連絡先（メールアドレス）
※申込受付完了後、こちらよりご連絡差し上げます。

主催 京都大学こころの未来研究センター
リエゾンオフィス（平日9時～16時）

E-mail：kokoro-lecture@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
FAX：075-753-9680
URL：http://kokoro.kyoto-u.ac.jp

アクセス

東京駅直結の地下1Fからエントランスロビーへお入
りいただき、エレベーターで10Fまでお上がりください。

科学研究費：基盤研究（A）

「死別悲嘆の医療福祉負荷とその要因解明：大規模
日本追跡調査及び国際比較」


